
明
治
初
年
以
降
奈
良
地
方
裁
判
所
の
事
務
室
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
た
典
描
寺
一
乗
院
演
殿
、
殿
上
及
び
玄
関
な
ど
が
、

昭
和
三
十
七
年
四
月
九
Ｈ
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
。

そ
れ
と
前
後
し
て
県
庁
周
辺
一
帯
の
整
備
計
画
に
伴
い
、
裁

判
所
の
南
面
の
道
路
が
十
九
ｍ
拡
張
さ
れ
、
裁
判
所
の
新
庁

舎
が
述
設
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
建
物

を
他
所
へ
移
築
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
建
物
は
唐
招
提

寺
の
仙
能
満
院
に
移
建
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
三
十
九

年
六
月
六
日
竣
功
式
が
取
り
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
辰
殿
そ

の
他
建
物
の
解
体
移
築
の
開
始
と
、
戦
判
所
新
庁
舎
の
建
設

の
間
を
利
用
し
て
由
緒
あ
る
一
乗
院
浪
殿
跡
一
僻
を
発
掘
調

査
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
夙
に
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
移

築
工
噸
と
は
別
箇
に
県
庁
内
に
「
旧
一
乗
院
遺
構
発
掘
調
査

一
零
甚
蓉
（
代
表
者
・
大
阪
市
立
大
学
教
授
浅
野
治
氏
）
」
を

設
け
、
県
教
育
委
員
会
が
調
査
を
委
脳
し
た
も
の
で
、
奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
の
歴
史
研
究
室
及
び
建
造
物
研
究
室
員

が
協
力
し
、
昭
和
三
十
八
年
三
月
か
ら
調
査
を
は
じ
め
、
一

箇
月
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
経
過
略
報
は
本
研
究
所
の

昭
和
三
十
九
年
八
月
発
行
の
年
報
（
岳
匿
）
及
び
県
教
育
委

貝
会
刊
行
の
「
重
要
文
化
財
旧
一
乗
院
炭
殿
・
殿
ｋ
及
び
玄

関
移
築
工
亦
報
告
書
」
に
当
研
究
所
平
城
宮
発
掘
調
査
部
員

工
藤
圭
章
、
八
賀
晋
両
技
官
が
執
準
し
私
も
庭
園
遺
跡
を
担

当
し
た
。
な
お
後
者
編
纂
に
当
っ
て
、
第
三
竃
第
六
節
「
史

的
考
察
」
と
し
て
私
が
提
供
し
て
お
い
た
一
乗
院
関
係
近
世

史
料
は
、
前
を
回
年
報
原
稿
〆
切
ま
で
に
は
未
整
理
の
も
の

が
多
く
、
従
っ
て
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
工
事
報
告
僻
に
掲

旧
一
乗
院
関
係
近
世
文
褐
の
収
集

旧
一
乗
院
関
係
近
世
文
書
の

敬
の
分
も
完
全
と
は
言
え
な
い
。
こ
こ
に
一
乗
院
坊
官
二
条

恋
乗
日
記
な
ど
を
摘
記
し
て
、
寛
永
十
九
年
十
二
月
二
十
六

日
焼
失
以
前
に
は
ど
の
よ
う
な
建
物
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の

う
ち
慶
長
期
か
ら
寡
永
期
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
の
は
ど
れ

か
、
火
災
後
慶
安
三
年
再
興
ま
で
の
蛎
怖
な
ど
に
関
す
る
記

録
を
摘
記
し
一
乗
院
考
察
の
参
考
に
供
し
た
い
と
思
う
。

Ｉ
、
火
災
当
時
の
記
録

寛
永
十
九
年
二
条
寺
主
埼
乗
。

（
旧
保
井
文
庫
・
天
理
図
書
館
所
蔵
）

御
門
主
二
品
親
王
尊
覚
様
と
申
し
御
年
三
十
五
歳
也

一
乗
院
御
門
跡
炎
上
之
記
山
御
寺
務
当
年
ま
て
廿
一
年

御
執
行
被
成
候

当
院
之
御
所
様
御
弟
子
様
也
当
近
衛
殿
大
御
所
様
と
は
御

兄
弟
也雑

十
一
月
廿
七
日
宥
乗
（
花
押
）

〔
本
文
〕
十
一
月
廿
七
日
若
宮
祭
礼
也

（
患
）

筋高申内院那仕く廿
町天西に大清’'１御七
す市風壷油か舞候座日
屋坂以必坂 た 出 我 候 天
の之外町諸仕等日気
町新アい役是ハ也は
ヤ屋ラか相も法祭能
ケ焼クに調 親眼礼候
巾申吹も申之寅之へ
其そ高小松名乗出と
火れ天家下代掘ｌ仕も
御’よ町よオフ也故丹早
門りへりた別名波天
跡も火午り 会代寺よ
へ火ツ刻わ宝出主り
飛二キ時た蔵仕府風
御筋申分り院巾乗吹
潅成又程可権候五以
殿東風に申別因ツ外
之向未火と 会 | 勝 過 に
東町申を諦明都方さ
之中成出候王維出む

4１

収
集

引
析
こ
と
ノ
、
敷
御
物
入
ノ
御
殿
也
内
夜
前
よ
り
火
共
御

殿
付
焼
申
候
長
識
堂
へ
ら
う
か
ヤ
ヶ
申
候
御
持
仏
掌
焼
長

識
堂
付
焼
申
候
長
識
堂
火
に
て
阿
弥
陀
院
清
浄
院
慈
尊
院

桧
皮
屋
此
坊
と
も
や
け
申
候
此
長
講
堂
は
古
之
炎
上
後
久

立
木
蝋
大
維
院
殿
偽
塞
）
モ
難
成
処
二
当
御
門
主
難
覚
機

女
院
御
所
様
へ
数
年
御
頼
被
成
当
院
之
御
所
様
女
院
御
所

様
御
合
力
米
弐
千
石
余
承
二
年
斗
も
メ
首
尾
仕
候
結
構
立

申
候
御
本
尊
〈
む
か
し
阿
弥
陀
仏
也
わ
き
た
ち
も
同
前
今

一之ツ其へも りも様事岡取何立院方

鳶撫継ぐ際牒豊Ｗ糊繍
撒へ所面未歎故に'帳ふ其叩ケ殿本願

娠撫輔#鱗蕊継
被候侍ツら郡 し打のヘハ寿雌年主キ
進此衆キく也かは御とシ院成ア定へ風

鯛農酬紳 膨紬綴了撰
都ハー御対・願候申為ツｒｌ:I坊へＩこ御吹
方去度前面火無事川シ外五火て再付
去年二上座殿 惰 難 心 外 か 師 廻 も 興 申
年院焼台敷上 新成とかは御申候之此
御御失所九へ御御は被はの伺候は御御

取所門之Iﾘ峨廊願や仰先し学ゆん殿殿
よ様之方一・けべ何火候御と北へや也と
せ禁御ノ度綱ん玄もヲて門桑面新古天申
此中前御に唾くｇ炎チい主を玄御御禄は
方に火蔵焼わ上 か か 尊 ハ 順 願 殿 年 一
へて酉三夫ん扱 か に 勢 見 編 を 火 中 乗

建
造
物
研
究
室



奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

斗
も
御
持
被
成
候
天
下
一
一
無
隠
御
学
衆
也
野
道
も
同
前
之

事
也
（
下
略
）

同
（
十
二
月
）
十
六
日
天
気
御
門
主
様
今
日
従
京
都
還
御

一
今
度
一
乗
院
殿
焼
失
之
義
江
戸
へ
も
間
へ
将
軍
様
に
も

被
及
聞
召
御
奉
行
衆
へ
被
仰
出
候
に
て
松
平
伊
豆
守
殿
阿

辺
対
馬
守
殿
鐙
豊
後
守
殿
此
三
人
御
奉
行
衆
蔵
蒙
上
意

（
部
）

又
飛
脚
衆
江
一
戸
方
京
ま
て
四
日
ふ
り
に
上
着
仕
之
候
曲
也

右
之
御
奉
行
衆
連
判
に
て
御
折
紙
参

（
笑
止
）

公
方
様
に
も
此
比
被
及
聞
召
咲
正
に
被
思
召
候
早
速
飛
脚

に
て
被
仰
入
候
と
の
仰
申
候
委
〈
其
本
書
〈
御
門
跡
可
在

之
者
也
板
倉
周
防
守
殿
ま
て
御
飛
脚
参
周
防
守
殿
ヨ
リ
京

都
に
て
御
門
跡
様
相
渡
被
申
候
則
今
日
御
門
主
様
御
持
に

て
御
下
向
之
事
也
皆
を
御
家
中
衆
も
拝
見
申
候
へ
と
被
仰

候
て
頂
識
申
了

と
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、
寛
永
十
九
年
十
一
月
汁
七
日
御
祭
当
日
火

災
の
有
様
が
わ
か
る
と
同
時
に
、
そ
の
時
に
焼
失
し
た
建
物

の
種
類
と
焼
残
っ
た
建
物
の
種
類
及
び
蕊
者
は
寝
殿
が
天
禄

創
始
以
来
の
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
や
、
西
御
殿
や
長
講
堂

が
禁
裏
の
建
物
を
移
し
た
り
、
長
年
欠
除
の
ま
ま
で
あ
っ
た

の
を
東
福
門
院
の
助
力
に
よ
っ
て
火
災
の
少
し
前
に
復
興
さ

れ
た
事
情
な
ど
が
判
る
。
ま
た
火
災
直
後
一
乗
院
門
跡
尊
勢

親
王
が
一
乗
院
復
興
の
た
め
、
将
軍
家
に
陳
情
す
べ
く
自
ら

関
東
に
下
向
し
た
様
子
も
判
る
。

Ⅱ
、
慶
長
期
よ
り
寛
永
期
ま
で
の
修
理
又
は
増
設
の

演
料

既
に
焼
失
し
た
こ
れ
ら
の
建
物
の
う
ち
、
建
長
度
に
湛
殿

及
び
殿
上
廊
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
三
会

定
一
記
に
よ
っ
て
判
明
し
た
が
、
近
世
に
な
っ
て
改
修
又
は

新
設
さ
れ
た
も
の
が
幾
つ
か
あ
る
こ
と
が
、
慶
長
十
五
年
か

ら
寛
永
末
年
ま
で
の
「
日
食
記
抜
書
」
に
あ
る
の
で
こ
れ
を

紹
介
し
よ
う
。

ａ
、
一
乗
院
二
条
宣
乗
日
記

（
旧
保
井
文
庫
・
天
理
図
書
館
所
蔵
）

慶
長
七
年
九
月
十
一
日
糸
桜
木
御
庭
へ
御
ゥ
一
一
候

慶
長
十
年
五
月
十
日
御
門
跡
様
ノ
蔵
之
間
ヨ
リ
御
ナ
ン

ト
ヲ
コ
ホ
チ
テ
御
作
事
也

（
客
殿
）

慶
長
十
二
年
八
月
晦
日
キ
ャ
ク
テ
ン
今
日
ヨ
リ
コ
ホ
チ

タ
テ
ナ
ホ
ス
也
大
工
又
帰
り
、
Ｕ
大
工
源
三
源

六
両
人

慶
長
十
五
年
二
月
廿
七
日
御
門
跡
様
御
普
請
也
材
木
買

一
一
大
坂
へ
久
右
術
門
大
弐
被
参
也

〃
閏
二
月
廿
二
日
（
前
略
）
御
門
跡
傑
御
普
請
在

之
也

（
釣
恩
）

″
三
月
十
八
日
築
地
シ
リ
ヤ
南
方
築
地
コ
ホ

ッ
也

″
〃
廿
日
北
南
方
恨
石
ス
ュ
ル
也

″
四
月
三
日
築
地
ツ
ク
也
高
天
江
戸
屋
方

築
地
ツ
キ
ヲ
ト
リ
参
也

〃
〃
四
聞
塞
謬
衆
伏
見
衆
今
日
一
一
皆

ｊ
、
築
地
仕
舞
申
也
郡
山
衆
迄
残
也

″
〃
十
二
日
朝
ヨ
リ
築
地
ツ
キ
四
時
分
一
一

ツ
キ
ア
ヶ
掃
除
迄
相
済
也

″
六
月
十
一
、
御
門
跡
様
御
台
所
高
梁
大
引

物
上
候
也

（
尊
覚
）

元
和
四
年
十
二
月
三
日
十
宮
様
御
得
御
二
付
御
坊
中

集
会
在
之

″
〃
十
一
日
舞
台
出
来
二
付
御
庭
へ
砂
持

4２

度
之
炎
上
に
も
此
御
本
尊
出
ノ
事
き
と
く
也
山
田
理
兵
衛

と
申
仁
取
出
申
候
わ
き
立
も
同
前
一
段
手
か
ら
也
御
門
主

様
御
蔵
へ
御
成
に
て
将
軍
様
御
三
代
之
御
朱
印
取
御
出
候

（
姓
）

御
自
身
持
出
候
内
に
前
へ
急
二
火
ヲ
吹
付
申
候
ゆ
へ
小
性

両
人
大
蔵
院
尭
明
成
身
院
教
忍
な
と
奥
へ
は
し
り
入
御
門

主
早
を
御
出
候
へ
と
此
衆
申
候
則
御
供
申
大
慈
院
へ
奉
落

中
院
之
屋
焼
串
候
間
大
慈
院
ア
ブ
な
く
候
間
御
門
主
様
大

事
之
儀
一
一
て
成
身
院
へ
可
注
御
座
之
由
各
を
御
霊
見
申
上

候
処
二
兎
も
角
も
と
仰
出
成
身
院
へ
御
成
申
候
我
等
〈
御

タ
ヒ
所
ヨ
リ
ー
乗
院
殿
へ
火
付
申
と
聞
別
会
も
権
別
会
も

つ
ね
事
に
て
無
之
候
間
神
前
一
天
別
会
権
別
会
因
幡
都
維

那
此
三
人
居
申
候
て
早
交
一
乗
院
殿
へ
か
け
付
申
候
へ
と

（
装
）

も
と
申
間
将
束
之
鉢
二
而
は
し
り
申
候
処
二
勧
善
院
之
し

は
に
て
御
門
主
様
成
身
院
へ
被
成
御
座
候
二
懸
御
胤
申
候

我
等
も
御
供
に
可
参
由
候
へ
〈
大
慈
院
あ
ふ
な
く
と
ま
り

は
や
ｊ
～
大
慈
院
へ
参
候
へ
と
御
成
心
意
候
間
大
慈
院
に

て
将
束
を
庭
に
て
取
申
楠
木
之
ホ
ラ
之
中
へ
衣
将
束
と
も

入
や
ね
へ
上
り
申
候
中
院
屋
焼
申
候
ま
て
は
西
風
に
て
候

へ
と
も
未
申
風
又
成
申
候
興
蔵
院
宝
徳
院
焼
申
大
慈
院
〈

く
る
し
く
無
之
と
て
大
慶
此
事
也
（
下
略
）

同
（
十
二
月
）
九
日
（
前
略
）

一
今
度
一
乗
院
殿
炎
上
仕
候
て
大
小
棟
数
廿
二
三
も
焼
失

仕
候
相
残
申
候
は
御
車
屋
東
之
北
門
北
方
丑
と
ら
角
之
米

セ
ン
と

蔵
此
分
や
け
残
候
全
日
善
申
候
庭
作
の
つ
く
り
し
北
面
庭
御

せ
ん
す
い
岩
と
も
木
は
不
及
申
皆
焼
ク
タ
ヶ
申
何
の
や
く

に
も
不
立
申
御
殿
の
石
す
へ
は
不
及
申
一
つ
も
や
く
に
た

ち
不
申
候
岩
木
は
後
世
に
も
可
有
御
座
御
庭
も
見
事
可
被

成
候
は
ん
か
前
を
方
御
代
と
よ
り
の
御
道
具
殊
に
は
経
論

聖
教
御
記
録
と
も
奇
書
と
も
無
残
焼
失
申
近
頃
は
御
門
主

尊
勢
様
一
乗
院
殿
近
代
之
御
学
聖
也
御
寺
務
を
も
五
十
年



旧
一
乗
院
関
係
近
世
文
普
の
収
集

向と
専 あ正

ｂ心る 陸
、泰。〃一〃
符行越年
乗 衆 え 今 銀 子 へ分へ乗而同か加寺入之火也

胤＄澱需Ｗ満織宍ホ細a月可段華子方
四宅候旨事公

へ陳一部枚枚､-／噂､-／也腹月案左一M-為上得細様
11-1惰年輔御わ同地同今､-／文京五臓間其従方
保Ｉこに大あた廿蔵廿日十也亮隆阿阿１－１説候怠公御
井努は納わ二九斗トー日五中殿平部部候処候方奉
文め中言せ百ｐ仮 ロ 中 日 川 ‘ 伊 豊 対 此 御 因 様 書

庫噸＃搬公W中屍上覧尋騨澱搬ロ
天京御御御方入院去座て
雌が使使所様仏屋申法中信忠重篭難く‘
図関牧堀様か上 也眼沼綱秋政候事儀伝致
併東野田方御陳 八宣を判判判久候仰之拝
館江内加御門衆十乗鰹を委趣趣見
所而匠賀門跡四一病者謹曲御御候
職に殿守跡へツ歳気之箇二念満旧
一 下 殿 へ 銀時宥二誤候之足冬

寛
永
廿
一
年
州
三
月
十
日

一
今
日
中
沼
左
京
を
江
戸
へ
被
巡
公
方
様
江
一
乗
院
殿
不

残
焼
失
仕
候
間
御
公
淡
へ
被
仰
上
将
雛
江
御
歎
仰
上
候
処

一
一
御
奉
行
衆
之
引
而
御
取
合
よ
く
御
座
候
に
よ
り
将
軍
様

に
も
御
聴
被
成
一
乗
院
立
可
被
進
之
由
被
仰
出
候
御
年
寄

（
周
）

衆
，
が
‘
も
但
友
御
返
事
則
板
倉
因
防
守
殿
へ
公
方
様
よ
り
御

殿
被
仰
渡
候
也
中
沼
左
京
二
ヶ
月
あ
ま
り
江
戸
に
相
詰
申

候
奉
行
衆
へ
毎
日
の
や
う
に
罷
出
御
訴
訟
被
申
上
候
一
一
付

公
方
様
に
も
能
御
取
立
申
候
御
用
心
之
段
〈
中
沼
左
京
手

柄
之
至
也
左
京
江
戸
よ
り
罷
ｋ
り
御
門
跡
可
被
進
立
之
御

物
語
と
‐
も
承
り
て
ｋ
下
側
出
度
儀
共
な
り
と
申
堺
也

と
あ
る
の
に
よ
っ
て
判
る
。

Ⅳ
、
正
保
四
年
（
座
安
元
年
）
よ
り
完
成
ま
で
の
涜

料

火
災
直
後
の
一
乗
院
門
跡
江
戸
下
向
と
い
い
汁
一
年
三
月

よ
り
二
ヶ
月
間
の
中
沼
左
京
の
奉
行
衆
へ
の
働
き
か
け
と

い
い
、
主
従
共
に
よ
く
ね
砿
り
抜
い
て
再
興
許
可
を
と
り

つ
け
た
。
し
か
し
突
際
に
金
子
拝
領
す
る
ま
で
に
は
猶
三

ヶ
年
を
要
し
た
よ
う
で
あ
る
。

ｃ
、
府
乗
日
記
（
興
福
寺
所
蔵
）

正
保
四
年
九
月
十
一
日
御
暇
被
下
五
シ
時
分
二
登
城
阿

部
豊
後
守
殿
阿
部
対
馬
守
殿
大
沢
左
京
殿
被
仰
渡
也

諸
領
物
有
之
御
奉
書
之
趣

従
一
乗
院
殿
御
襟
添
致
拝
見
候
今
度
御
造
営
之
儀

被
仰
出
候
趣
板
倉
周
防
守
相
述
御
満
悦
之
由
奉
得

蛍
意
候
依
之
為
御
願
被
差
進
御
文
雌
ニ
テ
右
之
通

及
上
間
御
文
雄
御
前
に
被
差
川
御
念
之
入
候
段

御
機
嫌
御
事
候
此
由
宜
有
洩
達
候
久
を
謹
言

九
月
十
一
日
阿
部
対
馬
守
判

阿
部
豊
後
守
判

松
平
伊
豆
守
判

中
沼
左
京
殿

″
九
月
十
三
Ｈ
今
日
江
戸
発
足
仕
也

4２

セ
ラ
ル
、
噸
郡
中
坊
ヨ
リ
奈
良
中
人
足
小
坊
代

官
所
ノ
人
足
二
而
二
三
日
砂
持
七
了

元
和
四
年
十
二
月
十
二
日
御
寝
殿
八
間
二
簾
ヵ
、
ル
内

一
一
綴
皆
切
合
敷
坊
官
衆
座
新
御
願
シ
、
キ
ー
間

共
シ
、
キ
扉
風
引
キ
ワ
ー
ー
職
二
帖
倣
七
机
御
雁

也

寛
永
三
年
四
月
十
九
日
一
乗
院
殿
長
講
堂
銑
ノ
始
荘
之

〃
六
月
廿
四
日
御
門
跡
長
講
堂
上
棟
後
夜
時
分

方
立
ソ
ノ
ロ
日
中
迄
二
棟
破
風
迄
払
仕
舞
也

ｂ
、
寛
永
十
年
ヨ
リ
承
応
四
年
マ
テ

日
夜
記
抜
時
（
典
福
寺
所
職
）

同
（
寛
永
）
十
六
年
正
月
十
五
日
於
長
識
堂
修
正
在
之

寺
僧
衆
十
一
人
伺
公

″
二
月
廿
一
日
来
月
三
日
一
一
新
御
願
御
開
帳

之
儀
被
仰
出
也

以
ｋ
に
よ
る
と
、
禁
一
災
か
ら
殿
舎
を
賜
っ
た
の
は
慶
長
十

五
年
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
酉
（
又
は
両
）
御
殿
と
称

せ
ら
れ
た
こ
と
と
、
長
誰
堂
斬
初
が
寛
永
三
年
完
成
が
同

四
、
五
年
頃
と
な
る
こ
と
が
判
る
。

Ⅲ
、
復
興
に
対
す
る
幕
府
援
助
の
顛
末

覚
永
十
九
年
十
一
月
叶
七
日
焼
失
以
後
一
乗
院
は
ど
の
よ

う
に
し
て
復
旧
さ
れ
て
行
っ
た
か
を
興
隔
寺
所
蔵
文
僻
を
通

し
て
眺
め
て
見
よ
う
．

ａ
、
宥
乗
源
乗
日
記
（
興
福
寺
所
蔵
）

寛
永
廿
年
正
月
元
日
一
乗
院
御
門
跡
様
自
去
年
大
心
経

院
二
御
座
候
故
元
日
御
祝
、
Ⅱ
ｕ
併
昨
年
之
火

撫
一
一
逢
ふ
て
、
Ⅱ
Ｕ
（
下
略
）

″
五
月
九
日
宥
乗
寺
主
今
日
耐
一
江
戸
上
着



奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

Ｖ
一
乗
院
へ
の
水
路
の
資
料

岐
後
の
と
こ
ろ
で
、
一
乗
院
庭
園
に
関
係
あ
る
水
路
の
盗

料
を
集
録
し
て
見
よ
う
。

正
保
三
年
正
保
三
年
両
人
日
記
（
興
福
寺
所
蔵
）

〃
十
二
月
朔
日
走
水
ノ
堺
二
付
申
分
再
発
仕
自

大
乗
院
殿
六
方
衆
五
人
罪
科
可
有
山
一
一
付
大
乗
院

様
へ
中
沼
左
京
杉
原
兵
部
両
人
被
巡
六
方
ｎ
Ⅱ
Ｕ

（
水
）

走
、
氷
ノ
事
一
乗
院
殿
方
己
仰
付
候
由
被
仰
遣
候
故

罪
科
停
止
被
成
公
義
沙
汰
と
有
之
事
也
此
走
水

ノ
聯
〈
康
和
年
中
雫
一
一
乗
院
殿
御
一
代
一
一
慈
信

ｎ
Ｕ
〈
初
ル
水
上
二
大
石
ニ
ロ
ノ
瓦
ヲ
切
付
川
中

（
水
分
）

二
在
之
此
水
ヲ
ｎ
Ｕ
石
ト
名
付
此
石
方
半
分
つ
上

一
一
分
テ
春
日
ノ
御
供
所
二
半
分
一
乗
院
殿
へ
半
分

卜
在
之
御
門
跡
泉
水
へ
入
申
在
也
此
時
ノ
泉
水
ノ

鵜
〈
福
給
水
卜
申
也
此
水
ｎ
Ｕ
申
事
難
成
也
。

正
保
四
年
両
人
日
記

〃
二
月
十
三
日
応
山
傑
御
下
向
御
宿
坊
金
蔵
院
薪

能
御
見
物

〃
〃
十
七
日
今
度
応
山
様
御
下
向
之
堺
大
乗
院

殿
井
五
師
役
者
等
去
年
方
走
之
水
遣
入
候
一
乗
院

殿
へ
も
ｎ
Ｕ
衆
禁
巾
仰
伺
被
ｎ
Ｕ
少
可
被
成
申

ｎ
Ｕ
此
水
一
乗
院
殿
御
泉
水
ｎ
Ｕ
水
〈
水
屋
川
ノ

（
一
一
）

ロ
ー
分
水
石
ア
リ
此
而
日
ノ
丸
ト
モ
申
又
三
光
菰

ト
モ
申
彼
石
ヨ
リ
此
水
ヲ
分
テ
春
日
御
供
所
ト
ー

乗
院
殿
ヘ
ト
分
申
也
去
年
御
泉
水
ノ
水
不
来
御
不

審
ヲ
仕
候
処
一
一
寺
務
大
乗
院
殿
五
師
役
者
寄
合
中

院
屋
ノ
泉
水
新
ロ
二
水
ヲ
取
申
候
事
ヲ
タ
ク
ミ
彼

を
」
と
あ
る
の
が
、
こ
の
記
録
庭
よ
り
立
証
さ
れ
た
こ
と
に

な
ろ
う
。

水
御
供
所
へ
沢
山
二
巡
シ
其
水
ノ
し
た
上
り
を
中

院
屋
へ
可
流
談
合
一
一
テ
五
師
学
二
而
被
分
水
ノ
所

へ
山
木
ヲ
切
堤
ヲ
築
一
乗
院
殿
へ
は
水
不
参
様
一
一

仕
間
御
門
跡
へ
御
返
尤
定
申
者
有
之
故
（
中
略
）

御
摂
家
方
各
友
御
一
所
二
被
成
候
予
ｎ
Ｕ
－
乗
院

殿
泉
水
ノ
事
〈
様
友
之
子
細
に
て
禁
裏
ノ
旧
記
一
一

モ
在
之
御
泉
水
ヲ
金
輪
池
ト
号
ス
此
池
ノ
初
リ
ハ

一
条
院
御
宇
二
始
テ
御
走
り
水
称
之
子
細
有
之
水

之
名
ハ
隔
祐
水
卜
申
也

と
あ
る
。
藤
原
時
代
の
池
庭
乃
至
室
町
時
代
善
阿
弥
の
作
庭

遺
跡
が
、
昭
和
三
十
八
年
春
の
発
掘
調
査
と
、
こ
れ
ら
旧
一

乗
院
関
係
文
書
に
よ
っ
て
明
る
ゑ
に
出
た
こ
と
は
ま
こ
と
に

関
係
者
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。（

森
瀧
）

4４

覚

銀
三
百
没
目
一
乗
院
殿
に
白
川
之
寺
為
引
料
被
進

候
間
一
乗
院
殿
坊
官
に
手
形
ニ
板
倉
周
防
守
御
災

判
被
相
渡
ｎ
Ｕ
可
出
勘
定
是
等
当
院
添
状
之
以
来

之
手
形
二
而
無
之
候
以
上

右
三
人
奉
行

九
月
十
一
日

久
貝
因
幡
守
殿

曽
弥
丹
波
守
殿

横
地
一
郎
左
術
門
殿

福
井
清
左
衛
門
殿

森
川
庄
兵
衛
殿

此
手
形
〈
大
坂
御
金
奉
行
者
方
二
ｎ
Ｕ
り
申
し
其

外
坊
ｎ
Ｕ
手
形
ニ
板
倉
周
防
守
殿
御
裏
判
ｎ
Ｕ
中

沼
左
京
簸
者
二
而
三
百
貨
目
之
銀
子
請
取
申
口
仕

二
条
法
眼
宥
乗
中
沼
左
京
元
知
右
両
人
へ
判
仕
周

防
守
殿
ノ
裏
印
取
寺
垂
蕊
上
京
也

方
乗
日
記
（
小
）

慶
安
元
年

〃
五
月
十
一
日
御
門
跡
御
殿
御
普
請
大
工
古
屋

出
来

〃
〃
十
四
日
同
所
御
普
請
日
用
入
札
今
日
定

巾
候
材
木
、
Ｕ
出
来

〃
六
月
四
日
御
門
跡
御
殿
ノ
材
木
木
津
川
無
水

為
付
か
ね
申
候
堺
同
所
普
蒲
大
工
十
人
斗
参
材
木

を
、
川
ｕ
木
屋
付
て
材
木
、
川
Ｕ

〃
三
年
三
月
十
六
日

一
御
門
跡
新
殿
出
来
二
付
今
日
〈
角
南
喜
院
御
移
徒

被
遊
也
御
同
学
衆
其
外
之
者
伺
公
御
祝
儀
進
上
也

京
都
ｎ
Ｕ
も
御
祝
義
ノ
御
使
者
有
也

と
あ
る
。
一
乗
院
辰
殿
西
北
隅
木
墨
書
銘
に
「
慶
安
二
年
云


